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捨一竹内　瑛子さん

高木香緒里さん茄

斎藤美佐子さん

言
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謡
塞
蓬
、
葦
、
-
寒
-
蚤

傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
　
の
中
で
も
少
な
い
と
さ
れ
石
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る

一
方
、
民
間
調
査
な
ど
る
2
0
~
4
0
代
を
対
象
に
し
′
も
の
の
、
「
難
し
い
印
象

に
よ
れ
ば
、
昭
和
の
最
盛
た
無
料
の
入
門
教
室
を
企
が
あ
っ
章
と
記
憶
す

期
で
約
十
2
0
〇
万
人
い
画
し
た
。
　
　
　
　
る
。

た
日
本
の
愛
好
者
は
近
　
講
師
は
弘
前
市
在
住
の
　
会
社
員
の
高
木
香
緒
豊

年
、
2
0
〇
万
人
台
に
ま
プ
ロ
棋
士
古
川
こ
ん
ゆ
二
さ
ん
(
召
=
藤
崎
町
=
了

講
師
を
務
め
た
こ
ん
ゆ
二
段
(
左
)
と

元
ア
マ
六
段

「
布
石
を
打
つ
」

目
置
く
」
　
「
駄
目
」

て
石
」
　
「
大
局
観
」

式
部
、
織
田
信
雫
豊
臣
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
本
段
(
諺
と
夫
で
県
名
誉
王
は
、
過
去
に
囲
碁
漫
画

秀
吉
、
徳
川
家
康
も
碁
を
県
で
も
遊
戯
人
口
の
減
摩
の
元
ア
マ
六
段
(
3
3
)
。
「
ヒ
カ
ル
の
碁
」
を
愛
読

打
っ
た
。
長
い
歴
史
の
申
少
と
高
齢
化
は
否
め
な
2
人
は
市
内
で
囲
碁
教
室
し
た
が
、
囲
碁
を
打
つ
ま

よ
く
耳
に
す
る
こ
れ
ら
で
日
本
文
化
に
深
く
浸
透
い
。

の
言
葉
は
実
は
囲
碁
用

語
。
4
0
0
0
年
前
に
中

国
で
生
ま
れ
た
(
諸
説
あ

り
)
と
言
わ
れ
る
囲
碁

は
、
7
世
紀
に
は
す
で
に

日
本
で
打
た
れ
て
い
た
語

録
が
残
る
。

囲
碁
と
は

「
宙
空
囲
碁
ク
ラ
ブ
」
を
で
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

主
宰
し
て
い
る
ほ
か
、
県
　
「
年
配
の
男
の
人
が
や
る

内
各
地
で
入
門
教
室
を
開
イ
メ
ー
ジ
」

長
い
晴
か
げ
田
本
に
浸
透

し
て
い
っ
た
囲
碁
は
、
今
　
そ
ん
な
現
状
を
打
破
し
く
。
初
心
者
へ
の
指
導
は

正
倉
院
に
は
聖
武
天
皇
や
「
工
G
O
」
と
し
て
世
よ
う
と
弘
前
市
唯
一
の
碁
お
手
の
も
の
だ
。

事
務
代
行
業
の
斎
藤
美

佳
子
さ
ん
(
4
1
)
=
弘
前
市

が
愛
用
し
た
約
ュ
3
0
0
界
各
国
に
普
及
。
全
世
界
会
所
「
山
道
町
囲
碁
ク
ラ
　
無
料
教
室
第
1
弾
は
今
=
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
将

年
前
の
碁
盤
が
収
め
ら
れ
の
囲
碁
人
口
は
4
0
○
○
ブ
」
二
秋
元
弘
一
席
亭
)
　
年
的
月
に
2
回
開
か
れ
、
槙
を
指
し
た
経
験
あ
り
。

て
お
り
、
清
少
納
言
や
紫
万
人
と
推
定
さ
れ
、
増

は
こ
の
ほ
ど
、
遊
戯
人
口
津
軽
地
方
の
「
働
く
女
周
囲
に
将
棋
を
指
す
人
は

性
」
4
人
が
参
加
し
た
。
い
た
が
、
囲
碁
を
打
つ
人

弘
前
市
役
所
職
員
の
竹
は
い
な
か
っ
た
。
「
ル
ー
当
に
な
っ
た
。
入
門
書
や

超
初
心
者
の
〃
大
人
女

内
瑛
子
さ
ん
(
埜
=
同
市
ル
が
難
し
そ
う
」
　
　
　
取
材
を
通
じ
て
基
本
ル
ー
子
〃
4
人
が
、
幽
玄
の
世

=
は
、
祖
父
が
囲
碁
を
打

そ
し
て
記
者
(
逆
。
今
ル
を
少
し
か
じ
っ
た
も
の
界
へ
の
扉
を
た
た
い
た
。

つ。

幼
い
こ
ろ
碁
盤
や
碁

番
か
ら
本
格
的
に
囲
碁
捏

の
実
戦
経
験
は
な
い
。

(
工
藤
瑠
美
子
)


